
排水の為のルートを任意の位置に確保しておく
レールの為の基礎
コンクリート厚７０‾１００ｍｍ

レールセンター墨出し位置

赤ライン

基礎の高さは

リフトＢＯＸを組み込む場合はフロアー
レベルよりマイナス１６５ｍｍで仕上げる

リフトＢＯＸがない場合はフロアーレベ
ルよりマイナス１３５ｍｍ以上で仕上げる

基礎図



３７ｍｍ

フロアーレベル

ナットＡ

ナットＢ

ナットＡを回転させアング
ルをＦＬマイナス３７ｍｍ
に調節する。
ナットＢは３７ｍｍを維持
する為の固定に使う。

フロアーレベル

３７ｍｍ

基礎コンクリート

基礎コンクリート

アングル

アングルは３０Ｘ３０Ｘ２．３Ｘ３００の
両端に１０ｍｍの穴を開けたものをあらか
じめ作成する 数量は一面あたり２４本

レールのレベルを出す為の土台作り



３７ｍｍ

基礎コンクリート

フロアーレベル

溶接アンカーを
打ち込み鉄筋溶接する。

Ｊアンカーと鉄筋を
溶接固定する

アングル

位置を決め、溶接アンカーを１メートルピッ
チで打ち込み、鉄筋にてレールＪアンカーと
溶接アンカーとを溶接固定する。

レール天板は段加工
されている側とされ
ていない側がある。
向きはどちらでも
良いが、大抵はそろえ
る。

段加工されている

段加工されていない

コーナージョイントを
つけておく。

基準のレールの位置を決め仮固定する



レールジョイントを付け４０００ｍｍレールと接続

３０００ｍｍレール

４０００ｍｍレール

７０００ｍｍのレールの配置



コーナーレールは隣接するレールと重ねないこと。

各レールと同様にセットを行う。

コーナーレールの配置



固定レール用レベル出しアングル位置
赤線

固定レール外枠ライン



アングル３０Ｘ３０Ｘ２．３Ｘ２３００を加工 ４本使用する

このアングルでレベル出しを行いレールを乗せる。

レールを乗せた後位置決めを行い再度レール天板にて
レベル出しを再確認する。出ていなければアングル調整
ナットにて微調整を行う。

ナットＡ

ナットＢ

基礎コンクリート

ナットＡを回転させアング
ルをＦＬマイナス２５ｍｍ
に調節する。
ナットＢは２５ｍｍを維持
する為の固定に使う。

フロアーレベル

－２５ｍｍ

固定レールのレベル出しアングルの詳細１



溶接アンカーとＪアン
カーを鉄筋を使って溶
接固定する。完全に動
かなくなるまで、溶接
固定する。

固定レールレベル出しアングル詳細２



固定レールの設置完了



金型型枠を接続

外周レールと同様にレベルをとり、溶接固定を行う。

レールダウンレールの設置



で囲ったポイントは、隙間にシーリングを施してください。レベル出しアングルは通常撤去いたします。

レール上面にマスキングを施す


